
情報家電（アプライアンス）は明

確に意図された用途に向けて設計さ

れたコンシューマ用コンピュータで

ある．パソコンとアプライアンスを

比較すると -1のようになる．表-1

は文献1）の表を基本にして作成し

たものである．パソコンが汎用コン

ピュータシステムであるのに対し

て，アプライアンスは専用のコンピ

ュータであるともいえる．

アプライアンスの最大の特徴は使

いやすさであり，分かりやすさであ

る．用途が明確で，その目的にかな

ったヒューマンインタフェースを持

つので分かりやすく，使いやすい．

その典型的な例がディジタルカメラ

と電子辞書である．ディジタルカメ

ラはカメラの形をしているので分か

りやすい1）．シャッタの位置は大体

決まっている．ズームの制御は光学

カメラと違うが，さわっているうち

に分かる．電子辞書はキーボードを

持つが，文字入力が必要なのでしょ

うがない．しかしキーボードはパソ

コンのそれとは異なり，コンパクト

である．まずかな漢字変換が不要で

ある．辞書は見出し語は発音で引く

のが常識である．同音異義語があっ

てもそれは辞書を引くときの普通の

プロセスである．1つを選択するに

はカーソルを動かすが，これも上下

移動だけですむので上矢印と下矢印

の2つのキーでできる．クリックも

不要で，「引く」というキーを押せ

ばよい．このような動作はすぐに分

かる．それは辞書を引くという明確

な目的があるからである．

アプライアンスの欠点はアプライ

アンス間で協調した動作ができない

ことである．協調どころか相互接続
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表-1 パソコンとアプライアンス

家庭の情報化を推進するにあたってネットワーク化されたアプライアンス

が占める重要性を指摘し，その関連の技術を紹介する．さらに家庭における

ITの使い方を考察し，そのためにはコミュニティを情報化し，アクセスしや

すいコミュニティ用の Internet-likeなサービスが重要であることを述べる．その

例としてdモードと称するサービスの考え方を紹介し，インターネットにお

いてローカルとグローバルのバランスをとることの重要性を指摘する．

（財）イメージ情報科学研究所

釜江 尚彦
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もできない．現在ではパソコンを介

して接続する．少しの例外を除いて

ディジタルカメラの写真をプリント

するにはパソコンが不可欠である．

パソコンではワードプロセシングソ

フトで作る文書のなかにディジタル

カメラで撮った写真や表計算ソフト

で作った表を取り込むことができ

る．しかしアプライアンスではそれ

ができない．

アプライアンス間の協調動作を可

能にしようとする試みがネットワー

クドアプライアンスアーキテクチャ

である 1），2）．ネットワークドアプ

ライアンスとはたとえばAMIDEN

などのネットワークドアプライアン

スアーキテクチャをサポートしたア

プライアンスで，屋内電力線などの

ホームネットワークを通じてアプラ

イアンス同士が協調動作することが

できる 2），3）．このようにAMIDEN

などのアーキテクチャが普及すれ

ば，家庭内で異なるアプライアンス

相互が協力して動作する．こうする

ことによってアプライアンスが一歩

パソコンのアプリケーションソフト

に近づく．将来は普通の家庭でパソ

コンを使って行う程度のことは

AMIDENでできるようになろう．

このようにアプライアンスはネッ

トワークドアプライアンスに進化す

る．しかしスタンドアロンのアプラ

イアンスとしての分かりやすさ，使

いやすさは維持されねばならない．

ネットワークドアプライアンスはそ

の目的に適ったヒューマンインタフ

ェースを持つ．その1つがシニア向

けのヒューマンインタフェースであ

る．さらにはヒューマンインタフェ

ース専用のアプライアンスが登場し

よう．ホームネットワークを介して

種々のアプライアンスに接続されて

いるので，このようなヒューマンイ

ンタフェース専用のアプライアンス

が存在し得るのである．こうして

シニア用ヒューマンインタフェー

スアプライアンス，障害者用ヒュ

ーマンインタフェースアプライア

ンスがネットワークドアプライア

ンスの付加価値を一層高めよう．

表-1ではアプライアンスのアプリ

ケーションソフトは組み込まれて

いると述べた．これは現状ではそ

のとおりであるが，アプライアン

スは結局CPUとメモリで構成され，

必要ならハードディスクも内臓し

ている．こうなるとインターネッ

ト用のアプライアンスはウェブサ

イトから必要なソフトをダウンロ

ードして使うようにすることも難

しくない．さらにアプライアンス

向きのオープンOSを使えば，サー

ドパーティのソフトをインストー

ルして使うようなアプライアンス

もあり得よう．パソコンとの違い

はヒューマンインタフェースがそ

の目的にチューニングされている

のでサードパーティソフトといえ

ども制約は強いことである．この

ようなアプライアンスアーキテク

チャの研究はもっと盛んになるこ

とであろう．

ユビキタス（ubiquitous）とは難

しい英単語であるが，「至るところ

にある」，「遍在する」といった意味

である．M. Weiserによれば，ユビ

キタスコンピューティングとはあ

る物理環境内に多くのコンピュー

タを埋め込んでおき，それらを利

用者に意識させないで使えるよう

にする方式である4）．たとえばオフ

ィス内でそこで働く人の居場所を

自動的に追跡してその人の近くの電

話をその人の物として自動的に登録

し，パソコンもその人の物として扱

うというような応用が実験されてい

る．明言されていないもののオフィ

スでの応用が中心である．

AMIDENネットワークドアプラ

イアンスはコンテンツとしての情報

のやりとり以外に，家電機器の制御

に使うことができる．その1つが家

屋内に埋め込まれたセンサをもホー

ムネットワークにつなぎこむ．これ

らの情報を総合的に集めると精度の

よいセンシングができ，信頼性の高

い処置をとることができる．実際現

在使われているガス漏れ検知センサ

は屋内で防水スプレを使っただけで

ブザーが鳴る．ガス暖房機の振動検

知センサは子供や犬，猫がぶつかっ

てもガスが止まる．この判断の信頼

性を高めるにはやはりネットワーク

化により総合的な判断をすることし

かないだろう．たとえばネットワー

クに接続された種々のセンサからの

情報を集め，とるべき処置を判断す

るAMIDENアプライアンスを設置

することが考えられる．アプライア

ンス自身がコンピュータを意識させ

ないコンピュータであり，さらに家

屋内にセンサなどおもてには出ない

が，種々のコンピュータが埋め込ま

れ，日常の生活を安全に，快適にす

る．このAMIDENアーキテクチャ

は家庭におけるユビキタスコンピュ

ーティングの1つの実現形態と考え

ることができる．

ユビキタスコンピューティングで

はコンピュータの境界を越えたイン

タフェースが重要になると指摘され

ている 5），6）．AMIDENにおいても

複数のアプライアンスが互いに協調

して動作するには1つのアプライア

ンスから他のアプライアンスを制御

しなければならない．通常は1つの
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アプライアンスを利用者が使ってお

り，その利用者に別のアプライアン

スを意識させないで協調動作できる

ようにすることが大切になる．家庭

では多くの家電機器やセンサがあ

り，たとえば洗濯が終了したときは，

洗濯機が終了を告げるため必要なア

プライアンスを起動する．このとき

は利用者はいない．ガス漏れセンサ

も同様で，これらは自律クライアン

トとして動作する．このようにユビ

キタスコンピューティングは種々の

新しい情報技術を必要としている．

情報化された家庭で ITを何のた

めに使うのであろうか．オフィスと

異なり，エンタテインメントへの利

用が大きなウエイトを占める7）．地

域（コミュニティ）の情報もよく使

う情報であろう．たとえばクリーニ

ング屋の定休日や閉店時間を知りた

い，近くのバス停のバスの時刻を知

りたい，といったことがよくある．

インターネットは世界を分け隔て

なく結ぶことがすばらしいといわれ

る．近くの情報も，遠い国の情報も

まったく同じ操作で得ることができ

る．世界中が同じ桁数の IPアドレ

スを有するので非常に平等で，分け

隔てがない．世界がバリアフリーで

結ばれている．この点が電話網と大

きく異なる点であり，インターネッ

トを際立たせている．

しかし現実の利用を考えてみよ

う．一般大衆にとって遠い国の情報

を見ることは生涯を通じて何度くら

いあるのだろうか．海外旅行が増え

ているとはいえ，海外旅行の回数は

生涯で両手で足りる程度以下ではな

かろうか．それもほとんどはホテル，

コース，乗り物，食事の場所などが

セットされたパッケージツアーであ

り，事前に海外の旅行情報を調べる

必要がない．行き先の平均的な気温

や天候の情報も旅行エージェントが

用意してくれる．それでもせっかく

パリへ行くのだからとお土産用のワ

インを調べてみる．興味深いサイト

に遭遇したが，すべてがフランス語

で書かれているので読めない，英語

の画面でもぎっしり書かれた英語を

辞書片手に読む気はしない，という

のが我が国の一般的な姿ではなかろ

うか．

こう考えると一般家庭では世界の

情報より自らの生活の場であるコミ

ュニティの情報の方がはるかに大切

であることが分かる．家庭の情報化

を推進するにはコミュニティの情報

の充実をはかるとともに，それらの

情報へのアクセスをもっと簡便にし

たい．100m先にあるバス停のダイ

ヤを調べるのに，たとえば「緑ヶ丘」

というバス停の名前程度でアクセス

したい．なぜそこのバス停なのに

http://www.basukaisha.co.jp/

jikoku/midorigaoka/など長々した

URLを入れなければならないのか

と思うほうが自然であろう．電話な

ら市内なら市外局番をダイヤルしな

くてもいいのに，という疑問が一般

大衆の素直な気持ちであろう．

コミュニティの情報化はそのよう

なバスのダイヤ，クリーニング店の

営業時間などが簡単に分かるのが第

1歩である．インターネットでこれ

を行うにはブックマークやメールソ

フトのアドレス帳を使えばいいとい

うアドバイスがくることであろう．

これらは結局個人名やウェブ画面の

タイトルのリストを自分でつくり，

そこから所望のあて先を選ぶという

動作になる．よく似た名前が並ぶと

き，見間違ったり，手元が狂い隣を

クリックしたりするミスは少なく

ない．

NTTドコモの iモードは電話での

内線サービスのインターネット版で

ある．内線サービスは内線内では標

準と異なっても差し支えない．内線

からは外線と称する一般電話網に接

続することができる．iモードも同

様で，iモードと称する閉じた世界

からゲートウェイを介して一般のイ

ンターネットに接続される．コミュ

ニティのインターネットでも同様の

ことができる．それをcモードと呼

びたいが，これはすでに iモード応

用製品の名前にあるので，domes-

ticの意味でdモードとよぶことにす

る．まずdモードはコミュニティに

閉じた Internet-likeなサービスであ

り，インターネットとはゲートウェ

イを通じてつながる．dモードでは

ドメイン名として郵便アドレスや郵

便番号を用いる．しかも住所は漢字

で入れる必要はなく，必要最小限の

サブセットで十分である．dモード

はコミュニティに閉じているので町

名だけで，市や区の名前がなくても

ユニークに決まることが多いからで

ある．メールアドレスの場合姓名だ

けで十分な場合も少なくないのでド

メイン名も必須情報ではない．

URLでは鉄道の駅名，バス停の名

前，病院名などがユニークに決まる

ときはできるだけそれだけでドメイ

ンが指定できるようにする．コミュ

ニティに存在しなくても頻度が高

く，社会的に大切な名称はそのため

に確保しておき，コミュニティ外で

あってもそれだけで通じるようにす

る．もちろん内外とも通常のメール

アドレスやURL，さらには IPアド

レスでも通じるようにする．

dモードではネームサーバがこれ

らを IPアドレスに変換する．ユニ

ークに変換できないときはネームサ
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ーバはもっと情報を追加することを

促すため送信者に差し戻す．dモー

ドでは電話やファクスも IP電話や

IPファクスとしてサービスできよ

う．地域が広くないので品質の確保

も難しくない．遠くへの電話やファ

クスは IPのままにするか，電話網

にのりいれるかは利用者が選択す

る．iモードのようにウェブからの

指定で電話をかけることもできる．

dモードのアクセスネットワーク

には多くの選択肢がある．電話，

ISDN，ADSL，CATVとケーブル

モデム，電力線とパワーラインモデ

ムなどが考えられ，dモードはこれ

らすべてに対応できるようにすべき

であろう．逆にこれが iモードや

NTTの新製品Lモードとの差別化に

なろう．できればdモードの基本は

標準化され，対応ソフトのマーケッ

トができるような環境整備が望ま

れる．

こうして分かりやすくて，使いや

すいコミュニティの情報化が可能に

なり，これが家庭の情報化をさらに

刺激するというポジティブフィード

バックループが形成されよう．

vs 

インターネットは当初からグロー

バル，オープン，ヘテロジニアス，

スポンテイニアスというようなキー

ワードで表されるガイドラインで成

長してきた．これは電話網が閉域，

地域からスタートし，しだいにグロ

ーバル化したのと対照的である．グ

ローバリズムを旗印としたインター

ネットはヒューマンインタフェース

の基盤も英語を前提としている．こ

れはインターネット技術の基礎がア

メリカででき上がり，事実上の標準

端末であるパソコンの基本ソフトも

アメリカででき上がったこと，さ

らに英語の国際性を考えると当然

のことであろう．しかしこのこと

が非英語圏での普及の妨げになっ

ていることも確かである．

ここまで成長したインターネッ

トにおいてそろそろローカルとグ

ローバルのバランスを考えるとき

がきているように思える．上のdモ

ードはグローバルとローカルの共

存を指向した1つの提案である．

-1に閉じた Internet-likeなサー

ビスとインターネットの関係を示

す．ここにLモードとはNTTの電

話網依存型のサービスである．端

末を専用化し，国内に閉じたのが

iモード，端末を専用化し，地域も

限定したのがLモード，端末は制限

せず，地域を閉じるのがdモードと

整理することができる．これらは

いずれもローカルとグローバルの

共存を指向しており，それぞれが

共存していくものと思われる．dモ

ードでいうコミュニティをどのよ

うに定義するかが問題であろう．

行政区域にこだわる必要はない．

むしろそれを強調するためあえて

“コミュニティ”という言葉を使っ

た．日常生活を共有する場がコミュ

ニティである．たとえば東京の郊外

に所沢市がある．これは埼玉県に属

するが，埼玉県の県庁があるさいた

ま市とは日常生活でのかかわりはほ

とんどない．東京都に属する東村山

市や清瀬市などとのかかわりがはる

かに大きい．ちょっと大きな買い物

には東京の新宿や池袋に出る．この

場合コミュニティとはこれらをあわ

せたものを指すことになろう．こう

いうことがやりやすいのがスポンテ

イニアスに民間の手で発展したイン

ターネットが，行政主導で成長した

電話網と異なる利点である．

インターネットとは逆方向の発展

をした電話網の知恵を参考にすべき

である．しかし電話網の反省も忘れ

てはならない．それは「日本に住ん

でいる人は日本語が分かる」ことを

暗黙の了解にして電話網のヒューマ

ンインタフェースができていること

である．番号が変わったときの案内

などほとんどの案内が日本語でなさ
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れる．国際化が進めば進むほどその

国の言葉が分からない住民が増す．

その人たちは言葉の分かる人よりも

っと電話やインターネットに依存し

て生活していることを認識しなけれ

ばならない．dモードも当然通常の

メールアドレスやローマ字指定がで

きるようにしなければならない．

dモードでもう1つ大切なのは高

齢者や障害者の利用を容易にするこ

とである．アドレスやURLが姓名，

店名，駅名，町名などで指定できる

と，それを音声で発生し，認識する

ことが容易になる．一覧表を提示し，

その1つに触れて入力するようなこ

ともできよう．この点でもdモード

がヒューマンインタフェースの面か

ら優れていることが分かる．

IT

電車のなかで，「オレは定年で引

退したから，もういやなパソコンや

インターネットからおさらばでき

る」といった会話を側聞する．日常

生活での現実はそうではない．会社

勤めなどで社会とのかかわりがある

ときは，世の中の変化，ちょっとし

た流行やファッション，経済動向，

新製品などの情報がそれとなく入っ

てくる．引退して夫婦2人の生活だ

けになると，付き合いの範囲も同じ

ような年齢層に限られ，いままで入

ってきた情報がこなくなる．このよ

うな境遇でこそインターネットが大

切になる．インターネットはどんど

ん変化する社会への窓口であり，社

会のインフラストラクチャであると

いって差し支えなかろう．逆にイン

フラストラクチャであるからこそ誰

にでも使えるようにしなければなら

ない．

家庭の情報化とそれを支えるコミ

ュニティの情報化，さらには社会の

情報化が，分かりやすさと使いやす

さを基軸に議論される必要がある．

本稿ではアプライアンスを基軸にし

た家庭の情報化と日本語を基軸にし

たコミュニティの情報化について述

べた．ディジタルディバイド対策は

家庭の情報化とそれに歩調をあわせ

たコミュニティおよび社会の情報化

であろう．後者はコンテンツを豊富

にすることをふくめて推進されるこ

とが望まれる．

電話の大衆化もそれほど古くはな

い．筆者が大阪の中心部で小学生で

あったころの 50数年前，クラスで

電話のあるものは 5%以下であっ

た．10数年を経てNTTに入社した

ころは独立すると電話を持つのがほ

ぼ常識になっていた．しかしそのと

きはまだ申し込んでもすぐにはつか

なかった．インターネットの普及度

はすでに筆者が小学生のときの電話

をはるかに超えている．いま筆者の

大阪の高校の同級生でインターネッ

トのメイリングリストを持ってい

る．同級生450名中78名が参加して

いる．そのなかで常連が 2 7名，

時々入力する人が 18名，メールを

見るだけの人が 33名程度である．

分かりやすいコミュニティの情報化

を心待ちにしているのは，そういう

複雑な入力はしたくないが，見たり

読んだりする興味は十分持ち合わせ

ている人たちであろう．

ブロードバンドインターネットの

話題がにぎやかになってきた．

ADSL，ケーブルモデム，パワーラ

インモデム，光ファイバなどハード

ウェアが話題になることが多いが，

何に使うか，何がキラーアプリケー

ションかという議論はそれほど多く

ない．しかしこのような議論がイン

ターネットに対する一般の関心を高

め，それを始める人が増すきっかけ

を作ることになろう．筆者は「ブロ

ードバンド」よりむしろこれが「常

時接続」であることにより大きな関

心を持っている．こうしてまず常時

接続インターネットとして普及し，

ブロードバンドサービスがあとを追

いかける形になることだろう．「ブ

ロードバンド」競争が激しくなりつ

つあるが，これが安価な常時接続イ

ンターネットを普及させることにな

るのは大いに歓迎すべきことであ

る．このブロードバンド化，さらに

は IPv6などインターネットが変化

しつつあるが，それと同時に家庭，

コミュニティの情報化をあわせて考

える格好の時期にあるのではなかろ

うか．
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